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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
【背景】
・科研費だけが特別な競争的資金ではないが、文科省が公表した「大学改革実行プラン」※1に科研費の獲得状況についての記載が入るようになり、大学としてはこれに（必然的に）取り組む必要がある
・研究大学強化促進事業※2において各大学等の研究活動の状況を測るために使用された指標（10）のうち4項目が科研費に関する項目。
・外部資金を獲得していく上で最初の（ある程度前研究者共通の指針となる）登竜門。これを獲っていくことで他の外部資金を獲得していく研究者のステップ
→科研費を獲得することは、大学にとっても研究者にとっても非常に重要なこと、URAセンターのミッション（＝共同研究アップ）にも繋がる
【実際の取り組み】
取り組みのおおまかな流れは表の通り。ほぼ1年かかって作業している。
細かい支援は図の通り。支援者向けの支援としては「研究者向け支援」欄、URAセンターの準備については「URAセンターの準備」欄を紹介する。
【今後】
結果はまだ出ていないが、次年度に向けて現在フォローアップへの取り組みを行っている。
限られた人数で最大限の仕事をするために細かな作業分析を行っている。（＝やったらやりっぱなし。反省だけする、ということは避ける）
今後は、ナレッジの共有にも務めていきたい。
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